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最終テスト 

5 月は一学期目の最終月でした。これまでの総集として最終テストがあり、2 日間にわ

たって行われました。1 日目は、筆記テストでリスニング、長文読解、作文の 3 つを

受けました。現在形、複合過去、未来形の 3 つの時制を 1 学期間かけて学んできてい

て、それらのすべての時制が範囲です。語彙に関してはまだまだ頭に入っていない単

語が多いため、これからもっと語彙を身に付けていかなければいけないと実感しまし

た。このクラスで学んできた基礎の部分はこれからも必要になるので復習を続けてい

きます。2 日目は、口頭テストを受けました。先生と一対一で、質問された内容に対

して答える形でした。自分の趣味や前のバカンスについて、次のバカンスでは何をす

る予定かなどを問われ、3 つの時制を使って答える必要があります。授業が始まった 2

月の頃は、質問を聞き取り、理解するのに時間がかかっていましたが今回のテストで

は質問に対してすんなりと答えることができました。しかし、実際のフランス人の会

話スピードはもっと速く短縮して話すのでもっとスピードに慣れる必要があります。

先月の報告書に書いたフランス人との交流会で、会話に慣れ自分の意見を言語化でき

るようにしていきたいです。 

2 日目の最終テストの後には教室の中でピクニックをしました。それぞれが、食べ

物を持ち寄り 1 学期間の振り返りを 

しながらいろんな物を食べました。

この学期が終わると自分の国に帰る

人や別の学校に行く人など様々でク

ラスの皆で過ごす最後の時間でした。

クラスはとても明るい雰囲気で、積



極的に発言や質問をするクラスの皆の姿勢を見習って私も少しずつ発言することがで

きるようになり、刺激をたくさんもらったクラスでした。ピクニックを終えて帰ろう

となってからもなかなか解散せずみんなで話が続いていました。On y va！(行こう！/

帰ろう！)と言っては少し移動してまた話してを繰り返していて別れが惜しかったです。

とても楽しく、刺激をもらいながら 1 学期間過ごしていただけにクラスが終わってし

まうのは寂しさもありますが、次の学期に向けて頑張ろうと思えたピクニックでした。 

ディジョンの中心地でジャズのコンサートが開かれていて、

友達に誘ってもらい見に行ってきました。最近は 21 時を過

ぎても明るいので、外にはたくさんの人がいてブルースやジ

ャズの演奏を楽しみました。演奏が始まると、家族や友達と

一緒に自由に踊り出して体で音楽を楽しんでいる人がたくさ

んいました。演奏はもちろん周りで踊っている人たちも含め

てとても楽しかったです。 

今月食べた美味しかったもの 

←フランスに来て初めてガレットを食べました。パリパ

リの生地の中にチーズときのこが入っていてとっても美

味しかったです。ガレットと一緒に飲むものとして定番

のシードルも飲みました。しょっぱいガレットと合って

いて美味しく飲めました。 

→ 

ディジョンで初めてレストランに行きました。 

前菜として定番のゆで卵のマヨネーズソースとレバーを使った

プレートがとても美味しかったです。天気が良かったためテラ

ス席での食事がとても気持ちよく、良い経験ができました。



 

← BBQ に誘ってもらいフランス人のお宅の庭でご飯を頂きま

した。BBQ をしながらたくさん会話をして楽しい時間を過ご

しました。 

 

 

 

6 月からは新しい学期が始まり、授業の内容もレベルアップします。私にとっては最

後の学期になるので、語学力を向上させることができるように今までよりも積極的に

発言して会話をする機会を増やすこと意識して生活していきます。 


